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4. 研究・事業の目的 

 多くの動物にとって、山は移動分散の障壁となる。それ故に、山は近縁種間の遺伝子流動の妨げとして機能し、種

の分化や維持機構に大きな役割を担っていると考えられてきた。しかし一方で、山があるからこそ近縁種間の頻繁な

接触がもたらされる事例もある。例えば、ススキに寄生し、集団で共同営巣し、雄同士が殺し合いによりハーレムを

形成するススキスゴモリハダニ種群では、山があるからこそ近縁 2 種の接触帯（contact zone）が各地で形成されて

いる。本種群はかつて 1 種とみなされていたが、雄同士の攻撃性における地理的変異の発見をきっかけに、遺伝的、

生態的、形態的差異がみいだされ、現在では 4 種 2 型に分類されている。その中でも、攻撃性が強く温暖地に分布す

るススキスゴモリハダニ HG 型（以後、HG 型）は静岡県から沖縄県本島にかけて分布し、攻撃性が弱く寒冷地に分布す

るトモスゴモリハダニ（以後、トモスゴモリ）は、青森県から鹿児島県にかけて分布する。静岡県から鹿児島県にか

けて 2 種の分布は重なるが（以後、西日本）、ここでは標高の低いところに HG 型が、高いところにトモスゴモリが分

布するといった標高によるすみ分けがみられる。両種の祖先は、中間的な攻撃性を示し、ケラマギャップ（沖縄本島

と宮古島の間に位置する海峡、蜂須賀線という名の生物地理線としても有名）以南に分布する集団と推定されており、

最終氷期に先に生まれたトモスゴモリが日本列島に移入（北上）して分布を広げ、その後生まれた HG 型が、分布を広

げてトモスゴモリを山の上に追いやった結果、現在西日本でみられる標高によるすみ分けが生まれたと考えられてい

る（二次的接触）。これら 2 種間の生殖隔離は不完全である一方で、長崎県雲仙普賢岳と静岡県天城山での調査では、

2 種の分布は山の中腹にて広く重なっている。そのため、西日本の各山ではこれら 2 種の交雑帯が形成されていると

期待される。しかし、本当に山の中腹で交雑がおこっているのか、そして遺伝子浸透があるならば、どちらの方向に

どの程度おこっているのかは全くわかっていない。そこで本研究では、接触帯に分布するこれら近縁 2 種ハダニの遺

伝的集団構造解析を行い、接触帯における交雑状況や遺伝子浸透状況を明らかにする。 

 

5. 研究・事業の成果の概要 

 2020 年のフィールド調査により見つかった静岡県天城山における接触帯を対象に、交雑状況や遺伝子浸透

状況の調査を行った。2020 年のフィールド調査では、標高 20～680m にかけた 21 地点において、形態を用

いた分布調査を行い、標高 100～450m にかけて接触帯が形成されていることを確認している。これら 21 地

点から両種の分布が確認された 8 地点、ススキスゴモリハダニ HG 型のみ確認された 2 地点、トモスゴモ

リハダニのみ確認された 5 地点、計 15 地点から採集された雌ハダニ 288 個体をアセトンで固定し、DNA 抽

出した。これら DNA テンプレートを使って、津村義彦教授、陶山佳久教授（東北大学）と廣田峻博士（東

北大学）の協力のもと、次世代シーケンサーを用いたゲノムワイドな塩基配列多型検出法、multiplexed 

ISSR genotyping by sequencing （MIG-seq）により、Single Nucleotide Polymorphism (SNP)を検出し

た。161 もの SNP が検出され、そのうち 50%以上の SNP が検出された 237 個体を対象に STRUCTURE 解析を

行った。その結果、雑種と思われる個体は確認されなかった。トモスゴモリハダニでありながらもごくわ

ずかに HG の要素をもっている個体はみられたものの、237 個体中 1 個体と、ごくわずかであった。従っ

て、2 種の接触帯では遺伝子浸透は著しく抑制されていると考えられた。しかし、室内の交配実験では妊

性のある雑種がえられている。そのため、雑種は形成されていないというよりは、形成されても野外では

生き残れていない可能性が高いと思われる。例えば、本種群ではメス成虫が休眠にはいり、これら 2 種間

では休眠性に違いがみられる。雑種は休眠性に異常があり上手く越冬できないかもしれない。また、雄は、

捕食者や同種雄に対する攻撃能力が低いと子孫を残すことができないことから、雑種の攻撃能力も重要で

あろう。今後は、これら雑種の野外生存に関わる形質を調べ、どういったメカニズムのもと 2 種は接触し

ながらも遺伝子浸透が抑制されているのかを解明していきたい。 

 

6. 研究業績・事業実績 

 



 

 

 

7. 収支 

配分決定額 

実 支 出 額 の 使 用 内 訳                  

物 品 費 旅   費 人件費・謝金 そ の 他 合   計 

300,000 円 300,000 円          0円      0円   0円 300 000 円 

備   考  
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